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短期記憶におけるプライミング効果の保持

筑波大学心理学系 太　田　信　夫

The　short＿term　retention　of　priming　effects

Nobuo　Ohta　（1㈹肋〃θψP∫ツoんologツ，び〃伽〃8づ妙ψ丁舳冶〃α，乃α”α肋305，∫ψα〃）

　’It　has　been　found　that　the　long－term　retention　of　priming　effects　is　independent　of　recognition　memory　as　a

type　of　episodic　memory．The　purpose　of　the　p－esent　experiments　was　to　study　the　time　course　of　the　short－term

retention　of　priming　effects．Using　word－fragment　completion　tests，Experiment　I　dealt　with　priming　effects　in

immediate，10一叩in．and20－min．tests，wh｛1e　Experiment皿concerned　priming　effects　in　the　immediate　condition．

Resu1ts　showed　that　priming　effects　decreased　over　the　short　term，These　results　imp1y　that　priming　effects　in

the　short　term　are　dependent6n　recognition　memory．

Key　words：priming　effect，recognition　memory，short－term　memory．

　記憶のタキソノミーに関して，エピソード記臆1と

意味記憶とを区分するかどうかは，記憶研究の重要

な問題のひとつになっている．約10年前にTuM㎎

（1972）がこの問題を提起して以降，今日までの研

究経過は，太田，小松（1983）にまとめられている．

　エピソード記憶と意味記憶との区分を支持する実

験的証拠のひとつとして，プライミング効果に関す

るTulvinget　a1．（1982）の研究がある．彼らは，

プライミング効果をみるために意味記憶課題である

単語完成課題を使い，その効果と通常の再認課題（エ

ピソード記憶課題）の成績との比較をした．被験者

が，ターゲット項目を学習してから，単語完成課題

あるいは再認課題をするまでの間隔，すなわち保持

期間は，1時間と1週間であった．結果は，再認記

憶は1時間条件より1週間条件へと明らかな低下を

示したが，プライミング効果は低下しなかった，と

いう興味あるものであった．しかも単語完成課題と

再認課題との成績間には，推計学上の独立性が見出

され，結論として，プライミング効果と再認記憶は，

それぞれ独立の記憶システムが関与していることが

示唆された．そしてTulvi㎎（1983）は，このよう

な実験結果の説明概念として「自由基（free
radicals）」という斬新なアイディアを提唱している

（P．　112）．

　われわれは，この研究結果を受けて，プライミン

グ効果を測定する保持間隔を，さらに拡大して，同

様の実験をした（1985）．そして保持間隔を5週間

にした場合でも，1週間条件より低下はするがプラ

イミング効果はあること，保持間隔を最小1分にし

た場合でも1時間条件とだいたい同じ程度のプライ

ミング効果があること，すなわち1分条件から1時

間条件ヘプライミング効果が低下しないことを見出

した．われわれの実験では，学習項目の提示後，リ

ハーサル防止課題を1分行っているので，1分の保

持条件の場合でも，一応，長期記憶の保持を扱って

いることになる．

　そこで本実験では，リハーサル防止課題を行わな

いで，直後に，単語完成課題を行った場合のプライ

ミング効果をみることを目的とした．前述したこれ

まで実験では，学習の1分後にみられたプライミン

グ効果は，8分後でも1時問後でも1週間後でも明

らかな低下がみられないことが示された．しかし，

本実験のように直後に課題を行う短期記憶において

は，エピソード記憶の忘却の影響を受け，プライミ

ング効果の低下がみられることが予測される．

　実験目的は同じであるが，実験デザインの異なる

2つの小実験を行った．

実　験　I
　プライマーとして単語系列を提示後，直後，10分

後，20分後の3条件におけるプライミング効果をみ
た．

　方法：＜被験者＞　18名，トロント大学心理学科

の大学院生がほとんどであるが，若干の若手研究者

も含む．

　＜材料＞　Tu1vi㎎（1982）の単語完成課題の材

料プールより，144語を選択した．この課題は，例

えば，　E　D　L　MやT　　UI　Aという断片
的な文字を見せ，空欄に適切な文字を入れて，有意

味語に完成させるものである．この例では，PEN一
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DULUM，TEQUILAが正解である．144語は，旧語
（0LD）96と新語（NEW）48に分けられ，前者は

学習時の提示用として，各語についてその完成語の

スヲイドを作成した．単語完成課題は，144語をそ

れぞれ，3×5インチのカードにタイプしたものを

用いた1各単語は，条件間（直後，10分後，20分後）

及び新旧語間でカウンターバランスされていた．

　く手続＞　全員の被験者が同じ手続きに従った．

個人実験である．実験室に入室した被験者は，実験

者（筆者）から単語完成課題の説明を受け，これか

らスクリーンに提示するたくさんの項目をおぼえる

ようにと教示された．そして各語5秒間ずつ96語が

提示された．その後直ちに，直後条件として，提示

された96語のうちの32語（旧語）と提示されなかっ

た16語（新語）を混合した単語完成課題のカード48

枚を与え，各語10秒以内で答えさせた．10秒以内に

正解の得られない場合は，次の語に移った．10秒以

内に正解が得られた場合は，しばらく待ち，10秒過

ぎたら次の語に移った．また誤答の場合はその旨知

らせ，残りの時問にさらに考えさせた．単語完成課

題は8分で終るので，次の10分後条件までの2分間

は，軽い雑談をした．

　10分後条件もまったく同様に，新旧語合わせて48

語について単語完成課題を行った．20分後条件も同

様である．

　なお，提示された96語は単語完成課題として32語

ずつ各3条件に分けられるのであるが，その分け方

は，学習時の提示順序の後の方から2語おきに規則

的に選択し，リストを作成し，それを単語完成課題

の提示順序とした．すなわち直後条件では，学習時

の提示順序の96番目の項目，93番目の項目，90番目，

87番目……というように選択した項目をこの順序

で，単語完成課題で提示した．

　結果：Fig1に，各条件における新旧各語の単語

完成課題の平均正答率が示されている12（新1日語

条件）×3（保持条件）の要因配置による分散分析

の結果，新旧語条件間には有意差がみられた（F＝

69．45df＝1，17P＜0．01）．これはプライミング

効果の存在を示すものである．次に，そのプライミ

ング効果が表われる旧語のみについて分散分析をし

たところ，有意差がみられたので（F＝7．86df＝

2，34P＜0．01），各保持条件間の多重比較を行っ

た．その結果，直後条件と10分後条件間（t＝3．47

d＝17P＜0．01），10分後条件と20分後条件（t＝

2．11df＝17　P＜O．05），直後条件と20分後条件間

（t＝2．21df＝ユ7P＜O．C5），いずれにおいても

有意差がみられた．
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Fig．1　Time　course　of　retention　of　priming

　　　effects　in　word－fragment　completion

　　　tasks．

実　験　皿

　実験Iの直後条件の結果を，さらに詳細に，しか

もより統制された実験条件で明らかにするため，直

後条件のプライミング効果をみた．

　方法：　＜被験者＞　16名，トロント大学心理学

科の大学院生と若干の若手研究者であるが，実験I

には参加していない者である．

　＜材料＞　実験Iで使用した144語に関する単語

完成課題で，正答率の高すぎる語と低すぎる語を除

いた128語を用いて，16語より成るリスト幸，8リ

スト作成した．すべての語について，学習時に提示

するスライドと，単語完成課題のカードを，実験I

と同じ要領で作成した．

　〈手続＞　実験Iと同様に個人実験で，実験者は

筆者である．まず単語完成課題の説明と，これから

提示する単語をおぼえるようにという教示の後，第

1リストを提示した．各単語の提示時間は3秒であ

る．提示後，直ちに単語完成課題のカードを与え，

各語5秒以内に答えさせた．実験Iと同様に，5秒

以内に答えが得られた場合は，5秒過ぎるまでしば

らく待ち，次の語に移った．カードの提示順序は，

学習時の提示順序とは逆であった．すなわち，スク

リーンに提示された最後の単語（16番目）が単語完

成課題のカードでは最初に，15番目の単語はカード

では2番目にくるわけである1このようにして第1

リストの単語完成課題を終え，すぐ第2リストの提

示に移った．第2リストについての単語完成課題も

第1リストと同様に行った．こうして第3，第4と

第8リストまで，同じ要領で行った18つのリスト
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の提示順序は，特定のリストが特定の順番にこない

よう，被験者間でカウンターバランスされていた．
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Fig．2　Seria1position　curve　of　priming　effects

　　　　in　word－fragment　completion　tasks．

　結果：Fig．2には，単語完成課題の各提示系

列位置における正答数（16人が8リストずつ行うの

で128満点となる）が示されている．横軸の系列位

置は，実際には16であるが，隣接する2系列位置毎

の平均値を図示したので，8つの系列位置になって

いる．図から明らかなように，保持時間が長くなる

につれて正答数は減少する傾向にある．

実験I・皿の考察

　学習時とそのテスト時との間に，リハーサル防止

課題を行い，短期記憶の働きは除く，という従来の

実験に対して，本実験では，学習直後にテストとし

て単語完成課題を行った場合について，実験を行っ

た．すなわち本実験は，従来の長期記憶事態におけ

るプライミング効果の保持に関する研究に対して，

短期記憶事態に焦点を合わせたのであろ．

　実験工は，直後条件とその他の条件（10分後条件，

20分後条件）を比較するため行われた．その結果，

明らかにプライミング効果はみられ，直後条件から

10分後条件，及び20分後条件への旧語の成績の低下

がみられた．これは，予測どうりプライミング効果

が，直後条件では最大を示し，その後減少すること

を示しているといえよう．しかし，問題点がないわ

けではない．ひとつは，旧語条件における10分後条

件から20分後条件へ，正答率が有意に上昇している

ことである．今ひとつは新語に関することであ石．

すなわち各条件について同程度の正答率を示すこと

が期待されたが，10分条件の正答率が高くなってい

る．前者の問題点で考えられることは，20分後条件

での単語は，学習した単語のうち，他の2条件で使

われなかった，つまり残りの単語であるため，単語

完成課題の際によりプライマーとしての役割を強め

たとも考えられる．．すなわち，被験者は，20分後条

件に入る前には．他の2条件に比べて，より高い確

率で解答を予測できるわけである．後者の問題点に

ついて考えられることは，材料の各条件間における

カウンターバランスが不完全であったことが考えら

れる．可能な限りカウンタ」バランスは行ったが，

完壁ではなく，明らかに多少の偏りがあった．項目

によってプライミング効果のよく出ているものとあ

まり出ていないものとが見られたので，その効果の

出やすさによって，各項目に重みづけを行い，ちな

みに各条件の正答率を出してみた．その結果は，新

語については，直後条件が23．6％　10分後条件が

23．7％，20分後条件が27．8％となり，後者の問題点

はなくなっている．また旧語については，直後条件

が56．1％，10分後条件46．O％，20分後条件50．8％と

なり，前者の問題点も多少緩和されている、しかし

この重みづけの算出法にも問題があるので，前述の

2つの問題点は今後の課題としたい．

　実験1は，直後条件のみについて検討したが，予

測通り明らかなプ．ライミング効果の低下がみられ

た．統制条件としての新語についてのテストはして

いないが，直後条件では実験Iの結果よりよりプラ

イミング効果のあることは明らかであろう．

　このようにして短期記憶におけるプライミング効

果の保持は，時間と共に減少することが明らかに

なった．これは，長期記憶におけるプライミング効

果が再認記憶と独立であるのに対して，短期記憶で

は独立ではないことを示しているとみてよいだろ

う、・もちろん本実験では短期の再認記憶はしていな

いので推計学的に独立でないことを示すことはでき

なジが，しかしこれまでの多くの研究結果から再認

記憶も低下することは明らかであり，したがって上

述のような結論を出してもよいであろう．しかしな

がら再認記憶にみら机るエピソード記憶とプライミ

ング効果が，どのような依存関係にあるかは，プラ

イミング効果のメカニズムを明らかにしなければ，

わからないことである．筆者（1984a，b）は，プ

ライミング効果の長期保持の原因について究明しよ

うとしている者の1人であるが，この原因のメカニ

ズムを解明することが，当面の課題であると考えて

いる．
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